
整備事業者
アワードに
応募しませんか？

募集開始

事業規模や数的指標で測ることができない、あなたの会社の取り組みを教えてください

3つの
領域で
募集期間： 2025年10月1日（水）～2026年1月12日（月）

です

経営改善
領域

イノベーション
領域

社会貢献
領域

主催： 日刊自動車新聞社
後援： 国土交通省／一般社団法人日本自動車整備振興会連合会・日本自動車整備商工組合連合会／一般社団法人日本自動車機械器具工業会／
 一般社団法人日本自動車機械工具協会／日本自動車車体整備協同組合連合会／全国自動車電装品整備商工組合連合会／
 一般社団法人日本自動車部品協会／全日本自動車部品卸商協同組合

表彰式で
受賞事業者の
取り組みを生で
聞くことができる受賞すれば

地元メディアに
紹介されるかも

例えばこんな取り組みが対象です
● 法人ビジネス強化
● デジタルトランス
 フォーメーション
● ユニーク経営・人材育成
● 顧客リピート
● 付加価値ビジネス創出
● 地域貢献など

受賞によって
社員の

モチベーションが
高まる

表彰式で
受賞事業者の
取り組みを生で
聞くことができる受賞すれば

地元メディアに
紹介されるかも

受賞によって
社員の

モチベーションが
高まる

自社の
取り組みを
知ってもらう
機会にできる

自社の
取り組みを
知ってもらう
機会にできる



エントリー開始

応募方法は 3 パターン

エントリー締切日

表彰部門について

1右QRコードから
グーグルフォームで
申し込む 2 日刊自動車新聞電子版のバナーから

PDFデータをダウンロード後
記入してメール（seibiaward2@njd.jp）で送信する

イノベーション領域・経営改善領域・社会貢献領域の３領域で
一般公募（自薦・他薦）をし、外部審査委員会により各領域でテーマ賞を選定します。
また、テーマ賞のなかから日刊自動車新聞社大賞を選出します。

審査スケジュール
外部審査委員会による一次、二次審査を経て、2026年3月に審査結果を発表します。
表彰式は4月20日に都内ホテルで開催します。
審査体制（敬称略）
審査委員長 須田義大（学校法人片柳学園東京工科大学 教授 片柳研究所未来モビリティ研究センター長、東京大学 名誉教授）
廣瀬敏也（芝浦工業大学 工学部教授）
山尾百合子（株式会社メイン 名誉会長 創業者）
佐藤康夫（学校法人小山学園理事 東京工科自動車大学校中野校・世田谷校校長）
泰楽秀一（株式会社杉戸自動車 代表取締役社長、日本自動車車体整備協同組合連合会 副会長）
泉山　大（自動車整備ジャーナリスト、プロジェクトD代表）
平井　隆志（株式会社地域デザイン創造社 代表取締役社長、えちごトキめき鉄道 代表取締役社長、佐渡市観光交通政策アドバイザー）

3 日刊自動車新聞電子版のバナーから
PDFデータをダウンロード後
記入して郵送する

送付先 〒105-0012
 東京都港区芝大門1－10－11
 芝大門センタービル3階
 第5回整備事業者アワード2026事務局宛

株式会社日刊自動車新聞社　第5回整備事業者アワード2026事務局
TEL.03‐5777‐2621　メール.seibiaward2@njd.jp問い合わせ先

2026年1月12日（月）

募集期間 2025年10月1日（水）～2026年1月12日（月）

表
彰
概
要

整備事業者アワードは電動化や市場環境の大幅な変化に対応し、
整備事業者の経営における今後の〝手本〟となりうる取り組み事例を募集し、

自動車整備業界の活性化を目指す表彰制度です。

エントリーいただきました整備事業者の皆様に、
過去の受賞事業者の取り組みをまとめた記事をお送りします。


